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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

本市では、未だ多くの市民が避難生活を余儀なくされており、また原発事故による風評の払拭や震災

に伴う急激な少子高齢化、若い世代の人口減少への対応など、様々な地域課題を抱えている。そのよう

な状況下で、本市の抱える課題を整理・分析するとともに、今後の南相馬市について住民の意向を把握

し、新しい魅力的なまちづくりを進めるための基礎資料として活用することを目的とし、調査を実施し

た。 

 

２．調査期間 

平成29年6月28日（水）～平成29年7月18日（火） 

 

３．調査対象 

本市に住民登録をしている18歳以上の市民のうち、無作為に抽出された3,000人 

４．調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５．回収状況 

 

配付数① 総回収数 有効回収数② 
有効回収率 

②／① 

3,000 1,211 1,209 40.3％ 

 

６．調査結果の見方 

（１）Ｎ（number of cases）は比率算出の基数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを示す。 

（２）回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。したがって、

単一回答形式の質問においては、回答比率を合計しても100.0％にならない場合がある。また、

回答者が２つ以上の回答をすることができる複数回答形式の質問においては、各設問の調査数

を基数として算出するため、全ての選択肢の比率を合計すると100.0％を超える。 

（３）図表及び本文で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

（４）年齢別分析において、19歳以下については調査数が少ないため、分析を省略する。 

 

  

Ⅰ
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Ⅱ 調査結果の総括 

１．生活の不安・心配 

 

  

 

 

 

 

 

 

生活で抱えている不安や心配は、「体調面や健康面（放射線以外）」が40.8％と最も多い。 

前回調査と比較すると、「放射線による人体への影響」が約 5ポイント下降、「賠償・補償金の問題」

が約4ポイント下降しており、放射線や賠償・補償金よりも健康や医療、生活資金、雇用の状況などに

ついて心配に思う市民が多くなっていることがわかる。 

⇒詳細な結果についてはＰ15参照 

 

放射線不安を払拭するための効果的

な取組としては、「行政からのきめ細や

かな情報提供」、「食品検査体制の強化」

が５割以上、次いで「内部被ばく検診の

充実」が41.5％となっている。 

⇒詳細な結果についてはＰ19参照 

２．生活改善に必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の改善に必要な施策は、「通院・入院など医療サービスの充実」が51.5％と最も多い。 

前回調査と比較すると、「鉄道・バス等公共交通の充実」が約4ポイント下降、「高齢者福祉サービス

の充実」が約4ポイント上昇し、順位の入れ替わりがみられる。 

1位 行政からのきめ細やかな情報提供 57.4%

2位 食品検査体制の強化 52.9%

3位 内部被ばく検診の充実 41.5%

4位 モニタリングの強化 38.9%

5位 外部被ばく測定の充実 31.6%

放射線不安を払拭するための効果的な取組

1位 通院・入院など医療サービスの充実 51.5% 通院・入院など医療サービスの充実 51.6%

2位 高齢者福祉サービスの充実 44.7% 鉄道・バス等公共交通の充実 42.8%

3位 鉄道・バス等公共交通の充実 38.5% 高齢者福祉サービスの充実 40.8%

4位 商店やスーパーなど商業施設の充実 35.4% 商店やスーパーなど商業施設の充実 34.5%

5位 健康診断や相談など健康管理の支援 22.7% 放射線の詳細な情報や知識の周知 25.3%

今回調査 前回調査

1位 体調面や健康面（放射線以外） 40.8% 体調面や健康面（放射線以外） 40.6%

2位 医療・福祉サービス 36.4% 放射線による人体への影響 40.0%

3位 放射線による人体への影響 35.3% 医療・福祉サービス 35.6%

4位 生活資金の確保 21.6% 生活資金の確保 22.4%

5位 仕事や雇用 17.6% 賠償・補償金の問題 19.1%

今回調査 前回調査

Ⅱ 

市民の心配として、「放射線による人体への影響」「賠償・補償金の問題」が減少。 

生活改善の施策は「医療の充実」がトップ。「公共交通の充実」が減少。 
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３．復興取組の総合評価 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市の復興への取り組みに対する評価は、「大変評価する」（5.9％）と「やや評価する」(32.2％)

を合わせた《高評価層》は38.1％、「全く評価しない」（4.5％）と「あまり評価しない」（19.4％）を合

わせた《低評価層》は23.9％となっている。 

前回調査と比較すると、《低評価層》は大きな変動はないものの、《高評価層》が約4ポイント上昇し

ており、市民の復興に関する総合的な評価が昨年度よりも高まっていることがわかる。 

 

４．各施策の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施策の評価について、項目ごとに評価点を算出した（評価点の算出方法についてはP28参照）。 

この結果、評価点がプラスになった項目は、「健康づくりの推進」、「放射線対策の充実」、「消防・防

災機能の充実」、「豊かな生活環境の形成」、「新エネルギーの活用」、「インフラ整備の推進」、「住宅の整

備」、「防犯・交通安全の推進」、「学校教育の充実・整備」、「生涯学習・スポーツ環境の充実」、「地域文

化の継承」であり、これらの項目は評価が高いことがわかる。 

一方、これ以外の項目は評価点がマイナスとなり、特に「農林水産業の再興」、「公共交通の充実」は

評価が低くなっている。                     

4.9 

29.1 38.9 19.0 5.3 

2.7 

（％）

(N=1,350)

《高評価層》が増加しており、復興に関する評価が昨年度よりも高い。 

健康づくり・消防・生活環境・住宅などの評価が高く、農林水産業・公共交通などの 

評価が低い。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

大変評価する 全く評価しないやや評価する 無回答どちらともいえない あまり評価しない

5.9 32.2 34.9 19.4 4.5 

3.1 

（％）

(N=1,209)
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５．今後の定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の南相馬市での定住意向については、「市内で現在と同じ地域に暮らしたい」が 57.7％と最も多

く、「震災前と同じ地域で暮らしたい」（14.2％）、「現在や震災前と異なるが市内で暮らしたい」（3.0％）

を合わせると、市内での定住を希望する人は全体の約７割となっている。 

前回調査と比較すると、「市内で現在と同じ地域に暮らしたい」が約 3ポイント上昇しており、現在

の場所での定住意向がやや高くなっている。 

 

 

６．若い世代が南相馬市に住み続けるために重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若い世代が南相馬市に住み続けるために重要なことについては、「医療や福祉面の充実」、「市内で働

く場の確保」がともに約７割と多くなっている。他設問においても回答数が比較的多い医療に関する項

目のほか、雇用や子育てに関する項目が回答数の上位なっており、若い世代の居住という点では、これ

らの項目が重要視されていることがわかる。 

 

 

1位 医療や福祉面の充実 71.2%

2位 市内で働く場の確保 69.4%

3位 子育てに対する支援 58.5%

4位 放射線対策の充実 45.0%

5位 公共交通機関の充実 43.8%

若い世代が南相馬市に住み続けるために重要なこと

55.2 13.3 4.1 

3.8 

6.3 

1.9 

10.7 4.8 （％）
(N=1,350)

市内での定住希望者は全体の約7割。「市内で現在と同じ地域に暮らしたい」人が増加。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

市内で現在と

同じ地域に

暮らしたい

県外・海外で

暮らしたい

震災前と

同じ地域で

暮らしたい その他

現在や震災前と

異なるが市内で

暮らしたい

わから

ない

県内の南相馬市

以外の場所で

暮らしたい 無回答

57.7 14.2 3.0 

4.1 

6.0 

0.9 

9.3 4.9 （％）
(N=1,209)

若い世代の居住として、医療・雇用・子育ての重要性が高い。 
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７．生活の充実度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の充実度については、「充実している」（6.9％）と「やや充実している」(26.8％)を合せた《高

充実度層》は33.7％、「充実していない」（9.3％）、「あまり充実していない」（19.4％）を合わせた《低

充実度層》は28.7％となっている。 

前回調査と比較すると、《高充実度層》は2ポイント上昇、《低充実度層》は約1ポイント下降してお

り、充実度の上昇がみられる。 

 

 

9.6 19.9 34.1 25.9 5.8 4.7 
（％）

(N=1,350)

生活の充実度は《高充実度層》が33.7％、《低充実度層》が28.7％。 

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 

充実して

いない 充実している

あまり充実

していない 無回答どちらともいえない
やや充実

している

9.3 19.4 32.5 26.8 6.9 5.0 
（％）

(N=1,209)
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８．充実した生活を送るための条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実した生活を送るために必要な条件については、「健康であること」が 69.7％と最も多く、次いで

「生活に余裕があること」（37.1％）となっている。 

生活の充実度別にみると、《高充実度層》は「家族との関係が良好なこと」が《低充実度層》に比べ

多くなっており、《高充実度層》は家族関係を生活の充実のために重視していることがわかる。 

一方、《低充実度層》は「生活に余裕があること」、「悩みや心配ごとがないこと」が《高充実度層》

に比べ多くなっており、《低充実度層》の生活充実度向上のためには、生活の余裕や悩みについての改

善が必要であることがわかる。                   

77.2 

34.8 

42.9 

34.3 

26.7 

17.4 

22.3 

22.3 

18.6 

17.9 

14.5 

17.2 

14.7 

13.2 

7.1 

13.2 

9.8 

6.6 

7.4 

4.4 

4.4 

2.9 

0.2 

9.6 

0 20 40 60 80

健康であること

生活に余裕があること

家族との関係が良好なこと

住まいがあること

生活環境が良好なこと

悩みや心配ごとがないこと

仕事が充実していること

頼れる人や友人がいること

生きがいがあること

治安が保たれていること

災害がないこと

食生活が良好であること

子どもの安全が保たれていること

近所づきあいが良好なこと

食の安全が保たれていること

余暇が充実していること

自分が活動する場があること

地域に愛着があること

社会に貢献していると感じること

地域に憩いの場があること

地域活動・行事に参加できること

人から頼りにされること

その他

無回答

（％）

高充実度層 (N= 408)

64.1 

43.7 

29.6 

28.2 

33.0 

29.6 

25.6 

19.8 

23.0 

16.4 

15.8 

14.9 

14.1 

10.9 

14.1 

10.1 

6.9 

5.2 

4.3 

5.7 

2.0 

1.4 

1.7 

10.6 

0 20 40 60 80
（％）

低充実度層 (N= 348)

生

活

の

充

実

度

別

1位 健康であること 69.7% 健康であること 68.8%

2位 生活に余裕があること 37.1% 住まいがあること 36.6%

3位 家族との関係が良好なこと 34.4% 生活に余裕があること 34.7%

4位 住まいがあること 31.2% 家族との関係が良好なこと 32.6%

5位 生活環境が良好なこと 29.9% 生活環境が良好なこと 29.3%

今回調査 前回調査

充実した生活を送るために必要な条件は「健康であること」が最も多い。 

《高充実度層》は「家族関係」、《低充実度層》は「生活の余裕」、「悩みがないこと」を生活の

充実のために重視している。 

今回調査の各項目を 

生活の充実度別にみると… 

＜高充実度層＞ ＜低充実度層＞ 
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Ⅲ 調査結果の詳細 

１．回答者のプロフィール 

（１）性別 

問１ あなたの性別をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、男性が42.3％、女性が55.4％となっている。 

 

（２）年齢 

問２ あなたの年齢をお答えください。（平成29年6月末現在） 

（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、60歳代の回答が最も多く 26.5％となっており、60歳以上の高齢者が全体の約６割

を占める。 

 

（３）現在の居住地 

問３ 現在のあなたの居住地をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

現在の居住地については、「原町区」が67.3％と多く、７割弱を占める。 

18～19歳 50歳代20歳代 60歳代30歳代 70歳代40歳代 80歳以上 無回答

0.7 3.6 

7.5 12.1 15.5 26.5 18.5 14.7 

0.9 

（％）

(N=1,209)

小高区 無回答鹿島区 原町区 市外

7.4 17.2 67.3 6.5 

1.5 

（％）

(N=1,209)

男性 女性 無回答

42.3 55.4 

2.2 

（％）

(N=1,209)

Ⅲ 
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（３）現在の居住地（つづき） 

問３ 現在のあなたの居住地をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 ※行政区別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※市外（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 ※県外（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の居住地については、「原町」が43.7％と最も多く、「市外」居住者は6.5％となっている。 

市外と回答した方の居住地を見ると、「県外」（48.1％）が約半数を占めており、福島県内居住地では

「福島市」(16.5％)、「相馬市」（8.9％）が多い。 

県外居住者の内訳をみると、「宮城県」が26.3％と最も多く、次いで「茨城県」が15.8％、「東京都」

が10.5％となっている。 

 

2.6 
7.9 

26.3 

2.6 

15.8 
7.9 5.3 

10.5 7.9 
2.6 2.6 2.6 2.6 2.6

0

10

20

30

40

50

60

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

山
形
県

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

新
潟
県

富
山
県

長
野
県

静
岡
県

兵
庫
県

愛
媛
県

（％）
(N=   38)

16.5 

3.8 5.1 2.5 2.5 
8.9 

1.3 1.3 1.3 1.3 

48.1 

7.6 

0

10

20

30

40

50

60

福
島
市

郡
山
市

い
わ
き
市

須
賀
川
市

喜
多
方
市

相
馬
市

二
本
松
市

国
見
町

新
地
町

矢
吹
町

県
外

無
回
答

（％） (N=   79)

3.5 1.9 2.1 
8.4 

2.2 2.1 4.5 

43.7 

3.1 5.0 
11.1 

4.5 6.5 
1.5 

0

10

20

30

40

50

60

中
部

西
部

東
部

鹿
島

真
野

八
沢

上
真
野

原
町

大
甕

太
田

石
神

高
平

市
外

無
回
答

（％） (N=1,209)
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（４）震災前の居住地 

①居住地の変化 

問４ 震災前の居住地は現在と異なりますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災前との居住地の変化について、「現在と同じ」と回答した人が 61.1％と全体の約６割を占めてお

り、「現在と異なる（避難のため）」と回答した人は15.6％となっている。 

 

 

  

現在と同じ

現在と異なる

（避難のため）

現在と異なる

（避難のためではない） 無回答

61.1 15.6 10.9 12.3 
（％）

(N=1,209)



 

10 

 

②震災前の居住地 

【問4で「現在と異なる」（「2」または「3」）と回答した方におたずねします。】 

問４-１ 震災前の居住地をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

※行政区別 

 

 

 

 

 

 

※県内（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

※県外（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災前と現在の居住地が異なる方の震災前の居住地は、「小高区」が 37.1％と最も多く、次いで原町

区が29.0％となっている。 

行政区別では、「原町」が15.6％と最も多く、他「中部」(13.1％)、「西部」(12.8％)、「東部」（11.2％）、

「県外」（13.1％）が１割を超えている。 

南相馬市以外の県内居住地は、「福島市」（20.0％）、「郡山市」（16.7％）、「相馬市」（13.3％）が多く、

県外居住地は「宮城県」および「東京都」（ともに21.4％）が多い。 

4.8 2.4 4.8 

21.4 

2.4 2.4 4.8 4.8 

21.4 

7.1 
2.4 2.4 

7.1 
11.9 

0

10

20

30

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

山
形
県

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

富
山
県

愛
知
県

大
阪
府

無
回
答

（％）
(N=   42)

20.0 

6.7 

16.7 

3.3 3.3 3.3 

13.3 

3.3 3.3 
6.7 6.7 

13.3 

0

10

20

30

福
島
市

会
津
若
松
市

郡
山
市

い
わ
き
市

須
賀
川
市

喜
多
方
市

相
馬
市

二
本
松
市

伊
達
市

富
岡
町

浪
江
町

無
回
答

（％）
(N=   30)

13.1 12.8 
11.2 

3.4 2.8 2.5 
0.6 

15.6 

4.4 
3.1 4.0 

1.9 

9.3 

13.1 

2.2

0

10

20

30

中
部

西
部

東
部

鹿
島

真
野

八
沢

上
真
野

原
町

大
甕

太
田

石
神

高
平

県
内

県
外

無
回
答

（％） (N=  321)

小高区 無回答鹿島区 原町区 市外

37.1 9.3 29.0 22.4 

2.2 

（％）

(N=  321)
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（５）現在の居住形態 

問５ 現在のあなたの居住形態をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住形態について、「持ち家」が74.0％と過半数となっている。 

 

（６）世帯構成 

問６ 現在のあなたの同居家族の世帯構成をお選びください。（あてはまる番号１つに○） 

   

 

 

 

 

 

 

 

同居家族の世帯構成では「二世代世帯（親子で同居）」が38.9％と最も多く、次いで「夫婦のみ世帯」

が28.3％となっている。 

 

 

 

 

単身世帯

（お一人でお住まい） その他夫婦のみ世帯 無回答

二世代世帯

（親子で同居）

三世代世帯

（親・子・孫で同居）

10.3 28.3 38.9 18.1 

3.3 
1.1 

（％）

(N=1,209)

持ち家 公営住宅
社宅・

官舎等

家族・親せき・

知人宅

仮設住宅

自己負担

賃貸
民間借上

住宅 その他 無回答

74.0 

1.9 
1.7 

4.4 

3.4 

6.7 5.5 

1.3 
1.0 

（％）
(N=1,209)
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（７）職業 

①職業（現在） 

問７ 現在のご職業をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業について、「無職」が39.1％と最も多く４割弱となっている。 

②業種 

【仕事に就いている方（学生/専業主婦/無職以外）】 

問７－１ 業種をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事についている人（学生・専業主婦・無職以外）の業種は、「医療，福祉，学術研究，教育，学習

支援」が15.9％と最も多く、次いで「製造業」が14.5％となっている。 

7.8 

14.5 
13.7 

2.2 0.2 
1.7 

9.4 

1.9 

15.9 

3.4 

14.3 

7.0 

3.2 
4.8 

0

10

20

30

農
業
，
林
業
，
漁
業
，

鉱
業
，
採
石

製
造
業

建
設
業
（
除
染
作
業
、

ガ
レ
キ
処
理
等
含
む
）

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
，
郵
便
業

卸
売
，
小
売
業

金
融
，
保
険
，
郵
便
，

農
協
，
不
動
産
業

医
療
，
福
祉
，
学
術

研
究
，
教
育
，
学
習
支
援

宿
泊
，
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

公
務

そ
の
他

無
回
答

（％） (N=  586)

10.4 

0.7 

11.2 
8.7 

1.5 
4.5 

9.3 

1.1 

9.6 

39.1 

2.1 1.7 

0

10

20

30

40

50

自
営
業
・
会
社
経
営
者

（
継
続
中
も
し
く
は
再
開
済
）

自
営
業
・
会
社
経
営
者

（
休
業
中
）

会
社
員
（
勤
め
人
）
（
事
務
や

内
勤
を
主
と
す
る
業
務
）

会
社
員
（
勤
め
人
）

（
事
務
以
外
や
外
勤
を
主
と

す
る
業
務
）

団
体
職
員

公
務
員

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

学
生

専
業
主
婦

無
職
（
年
金
生
活
な
ど
も

含
む
）

そ
の
他

無
回
答

（％） (N=1,209)
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（８）居住状況 

問８ ご自身の南相馬市の居住状況をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

  

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市の居住状況について、「出生時からずっと南相馬市に居住」が 50.6％と過半数であり、次い

で「仕事や結婚等で南相馬市に転入」が28.9％となっている。 

 

（９）居住年数 

問８－１ ご自身の南相馬市の居住年数は何年ですか。（あてはまる番号１つに○） 

※問８で「1」以外を回答された方は、転入後の南相馬市での居住年数をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市の居住年数について、「20年以上」が82.5％と最も多く、以下「１年以上５年未満」が4.0％、

「15年以上20年未満」が3.6％となっており、20年以上の長期にわたり南相馬市に居住している人が

多い。 

 

出生時からずっと

南相馬市に居住 無回答

仕事や結婚等で

南相馬市に転入

進学や避難等で

転出後、再び転入

（Ｕターン） その他

50.6 28.9 12.6 

4.2 3.7 

（％）

(N=1,209)

１年未満

１５年以上

２０年未満
１年以上

５年未満 ２０年以上

５年以上

１０年未満
無回答

１０年以上

１５年未満

1.7 

4.0 

2.9 
2.7 

3.6 82.5 

2.6 

（％）

(N=1,209)
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２．生活の不安・心配 

問９ あなたは現在の生活の中で、不安や心配を抱えていることはありますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活で抱えている不安や心配は、「体調面や健康面（放射線以外）」が40.8％と最も多く、次いで「医

療・福祉サービス」が36.4％、「放射線による人体への影響」が35.3％となっている。 

全体　(N=1,209)

体調面や健康面（放射線以外）

医療・福祉サービス

放射線による人体への影響

生活資金の確保

仕事や雇用

賠償・補償金の問題

家族が離散していること

知人・友人が近くにいないこと

情報の不足

子育て環境

自宅の復旧

教育環境

その他

特にない

無回答

40.8

36.4

35.3

21.6

17.6

15.0

14.5

14.1

11.9

11.9

11.8

10.2

4.6

10.8

1.7

0 20 40 60 （％）
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３．放射線不安を払拭するための効果的な取組 

【問９で「放射線による人体への影響」と回答した方におたずねします。】 

問９－１ 放射線不安を払拭するために、どのような取組が効果的だと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線による人体への影響が不安な人に、不安を払拭するための効果的な取組をたずねたところ、「行

政からのきめ細やかな情報提供」が57.4％、「食品検査体制の強化」が52.9％と５割以上、次いで「内

部被ばく検診の充実」（41.5％）、「モニタリングの強化」（38.9％）となっている。 

全体　(N=427)

行政からのきめ細やかな情報提供

食品検査体制の強化

内部被ばく検診の充実

モニタリングの強化

外部被ばく測定の充実

放射線教育の充実

放射線に係る健康相談の充実

放射線に関する座談会・講演会の充実

その他

無回答

57.4

52.9

41.5

38.9

31.6

26.2

22.2

13.6

9.8

0.5

0 20 40 60 80 （％）
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４．生活改善に必要な施策 

問１０ あなたが日常生活の改善に向けて必要と考える施策をお選びください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の改善に必要な施策については、「通院・入院など医療サービスの充実」が 51.5％と最も多

く、次いで「高齢者福祉サービスの充実」（44.7％）、「鉄道・バス等公共交通の充実」（38.5％）となっ

ている。 

全体　(N=1,209)

通院・入院など医療サービスの充実

高齢者福祉サービスの充実

鉄道・バス等公共交通の充実

商店やスーパーなど商業施設の充実

健康診断や相談など健康管理の支援

子どもたちの教育環境の改善・充実

子育て環境の充実

放射線の詳細な情報や知識の周知

事業再開や就労促進への支援

地域コミュニティを維持する絆の強化

日常生活に関する情報発信の強化

生涯学習・スポーツ環境の充実

住宅環境の整備

二重生活等による生活への支援

その他

特にない

無回答

51.5

44.7

38.5

35.4

22.7

22.4

21.7

20.5

18.0

15.8

15.3

13.8

12.3

10.3

2.5

6.7

3.1

0 20 40 60 （％）
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５．復興取組の総合評価 

問１１ 南相馬市の、復興への取組に対する総合的な評価はいかがですか。 

（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市の復興への取り組みに対する評価は、「どちらともいえない」が34.9％と最も多い。 

「大変評価する」（5.9％）と「やや評価する」(32.2％)を合わせた《高評価層》は 38.1％、「全く評

価しない」（4.5％）と「あまり評価しない」（19.4％）を合わせた《低評価層》は23.9％となっている。 

大変評価する 全く評価しないやや評価する 無回答どちらともいえない あまり評価しない

5.9 32.2 34.9 19.4 4.5 

3.1 

（％）

(N=1,209)
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６．各施策の評価 

問１２ 復興総合計画で進められている以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選び

ください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【評価点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施策の評価について、選択肢ごとに以下の点数を付与し、その合計を回答数（無回答を除く）で除

することで評価点を算出した。 

 

 

 

 

 

 

この結果、評価点がプラスになった項目は、「健康づくりの推進」、「放射線対策の充実」、「消防・防

災機能の充実」、「豊かな生活環境の形成」、「新エネルギーの活用」、「インフラ整備の推進」、「住宅の整

備」、「防犯・交通安全の推進」、「学校教育の充実・整備」、「生涯学習・スポーツ環境の充実」、「地域文

化の継承」であり、これらの項目は評価が高いことがわかる。 

一方、これ以外の項目は評価点がマイナスとなり、特に「農林水産業の再興」、「公共交通の充実」は

点数が-0.2点を下回っており評価が低くなっている。 

  

-0.16 -0.22 
-0.18 

-0.03 

0.16 

-0.19 

0.13 

-0.12 -0.08 
-0.02 

0.18 
0.26 

0.06 
0.13 

-0.25 

0.17 
0.08 

0.14 0.10 0.09 

-0.04 -0.05 -0.08 

-0.75

-0.50

-0.25
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介
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の
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用
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備
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宅
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整
備

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

学
校
教
育
の
充
実
・
整
備

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実

地
域
文
化
の
継
承

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

市
民
参
加
・
協
働
の
推
進

持
続
可
能
な
行
政
運
営

【産業・交流】 【医療・健康・福祉】 【消防・防災】 【環境・インフラ】 【教育・文化】 【地域づくり】

「大変評価する」：2点、「やや評価する」：1点、 

「どちらともいえない」：0点、 

「あまり評価しない」：-1点、「全く評価しない」：-2点、「無回答」：点数の付与はしない 



Ⅳ 使用した調査票 
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問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【産業・交流】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業・交流については、全ての項目で《低評価層》が《高評価層》を上回っており、いずれも《低評

価層》が約３割と評価が低くなっている。 

 

問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【医療・健康・福祉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療・健康・福祉については、「健康づくりの推進」、「放射線対策の充実」で《高評価層》が《低評

価層》を上回っているが、それ以外の項目は《低評価層》が《高評価層》を上回っている。特に、「地

域医療・介護の充実」は《低評価層》が３割以上と評価が低くなっている。 

(N=1,209)

子育て環境の整備

健康づくりの推進

地域医療・介護の充実

放射線対策の充実

福祉の充実

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

2.6 

2.6 

2.6 

3.9 

2.2 

18.7 

27.0 

17.3 

27.7 

19.4 

41.5 

42.0 

35.9 

35.2 

39.6 

17.7 

11.7 

24.1 

14.7 

20.9 

4.6 

3.4 

7.8 

4.7 

6.9 

14.8 

13.2 

12.3 

13.7 

10.9 

（％）

(N=1,209)

商工業の再興

農林水産業の再興

観光交流の推進

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

2.2 

1.3 

1.8 

17.5 

14.7 

16.0 

39.8 

41.4 

40.5 

21.3 

22.2 

20.3 

7.1 

6.9 

7.4 

12.2 

13.5 

13.9 

（％）
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問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【消防・防災】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防・防災については、「自然災害への対応の充実」、「消防・防災機能の充実」で《高評価層》が《低

評価層》を上回っている。 

 

問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【環境・インフラ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境・インフラについては、「公共交通の充実」以外の項目で《高評価層》が《低評価層》を上回っ

ている。一方、「公共交通の充実」は《低評価層》が３割以上と評価が低い。 

  

(N=1,209)

豊かな生活環境の形成

新エネルギーの活用

インフラ整備の推進

公共交通の充実

住宅の整備

防犯・交通安全の推進

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

5.7 

2.1 

4.0 

2.5 

3.5 

4.1 

30.1 

22.6 

27.4 

17.4 

25.4 

21.5 

38.0 

43.9 

36.1 

33.3 

42.3 

44.3 

11.0 

12.4 

14.1 

25.6 

12.2 

13.9 

3.6 

4.5 

5.1 

9.3 

2.9 

4.1 

11.6 

14.6 

13.3 

11.9 

13.8 

12.1 

（％）

(N=1,209)

原子力災害対策の推進

自然災害への対応の充実

消防・防災機能の充実

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

3.3

2.3 

2.6 

4.2 

17.5 

18.4 

25.6 

43.6 

46.9 

43.5 

18.6 

15.3 

11.2 

5.0 

4.8 

3.3 

12.9 

12.1 

12.1 

（％）



Ⅳ 使用した調査票 
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問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【教育・文化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育・文化については、全ての項目で《高評価層》が《低評価層》を上回っている。 

 

問１２ 今後、復興総合計画で進められる以下の各施策について、現時点での評価をそれぞれお選

びください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

【地域づくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくりについては、全ての項目で《低評価層》が《高評価層》を上回っている。 

(N=1,209)

地域コミュニティの再生

市民参加・協働の推進

持続可能な行政運営

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

2.2 

2.1 

1.9 

15.2 

13.6 

13.1 

50.9 

52.8 

53.8 

14.2 

13.6 

13.6 

4.6 

4.1 

5.1 

12.8 

14.0 

12.6 

（％）

(N=1,209)

学校教育の充実・整備

生涯学習・スポーツ環境の充実

地域文化の継承

大変評価する やや評価する どちらともいえない あまり評価しない 全く評価しない 無回答

3.8 

3.2 

3.1 

22.6 

19.9 

19.7 

45.7 

49.6 

48.4 

11.0 

10.8 

11.7 

3.4 

3.5 

3.1 

13.6 

13.0 

14.0 

（％）
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７．今後の定住意向 

問１３ あなたは南相馬市に、今後も暮らしたいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の南相馬市での定住意向については、「市内で現在と同じ地域に暮らしたい」が 57.7％と最も多

く、「震災前と同じ地域で暮らしたい」（14.2％）、「現在や震災前と異なるが市内で暮らしたい」（3.0％）

を合わせると、市内での定住を希望する人は全体の約７割となっている。 

市内で現在と

同じ地域に

暮らしたい

県外・海外で

暮らしたい

震災前と

同じ地域で

暮らしたい その他

現在や震災前と

異なるが市内で

暮らしたい

わから

ない

県内の南相馬市

以外の場所で

暮らしたい 無回答

57.7 14.2 3.0 

4.1 

6.0 

0.9 

9.3 4.9 （％）
(N=1,209)



Ⅳ 使用した調査票 
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８．南相馬市に居住し続けたい理由 

【問13で市内で暮らしたい（「1」～「3」）と回答した方におたずねします。】 

問１３-１ その理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後市内での居住を希望する人に、その理由をたずねたところ、「家（自宅）があるから」（77.6％）、

「住み慣れたまちだから」（75.7％）がともに７割以上と多くなっている。 

全体　(N=905)

家（自宅）があるから

住み慣れたまちだから

家族や親せき、友人などがいるから

気候が温暖だから

自然環境に恵まれているから

仕事があるから

買い物に便利だから

交通が便利だから

文化・スポーツ施設が整っているから

娯楽施設があるから

その他

特にない

無回答

77.6

75.7

48.2

33.6

24.8

24.8

13.1

5.0

2.7

1.3

1.4

0.0

1.5

0 20 40 60 80 100（％）
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９．南相馬市で暮らすための条件 

【問13で市外で暮らしたい、わからない（「4」～「7」）と回答した方におたずねします。】 

問１３－２ どのようなまちになったら（条件が揃ったら）、南相馬市で暮らしたいと思いますか。 

（特にそう思うもの３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の居住意向について市外で暮らしたい、わからないと回答した人に南相馬市で暮らすための条件

をたずねたところ、「病院の建設や医療従事者の増員など、医療環境が整備される」が 41.6％と最も多

く、次いで「放射能汚染への不安が解消される」が 31.8％、「商店や商業施設が再開、活性化する」が

31.4％となっている。 

全体　(N=245)

病院の建設や医療従事者の増員など、

医療環境が整備される

放射能汚染への不安が解消される

商店や商業施設が再開、活性化する

鉄道の再開や道路の拡幅等、交通の便が

向上する

乳幼児から高齢者、障がい者が十分な

福祉サービスを受けられる

職場が再開したり、働き場所が多くなる

安心して子どもを産み育てられるよう、

子育て環境が整備される

安心して通学ができる教育環境が整備される

文化・スポーツ施設が充実する

農地や漁港をはじめ農林水産業が再生、

活性化する

祭りやイベントなど観光客でにぎわう

地域コミュニティや地域の活動が活発化する

防潮堤、防災無線など災害に強い施設や

環境が整備される

住宅再建の支援や公営住宅が整備される

その他

どのような条件が揃っても南相馬市では

暮らさない

無回答

41.6

31.8

31.4

28.6

25.3

22.4

19.2

10.2

8.6

6.9

6.9

4.5

3.7

3.3

8.2

5.7

4.1

0 20 40 60 （％）

※昨年度は「除染が進み、放射能汚染への不安が解消される」 

※ 
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１０．若い世代が南相馬市に住み続けるために重要なこと 

問１４ 若い世代が南相馬市に住み続けるために、何が重要だと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若い世代が南相馬市に住み続けるために重要なことについては、「医療や福祉面の充実」（71.2％）、「市

内で働く場の確保（企業誘致、起業家支援、雇用情報の提供など）」（69.4％）がともに約７割と多く、

次いで「子育てに関する支援」（58.5％）となっている。医療に関する項目が回答数の上位となってい

るのは問１０（生活改善に必要な施策）や問１３－２（南相馬市で暮らすための条件）と同様だが、本

問では雇用や子育てに関する項目が回答数の上位として続いており、若い世代の居住という点では、こ

れらの項目が重要視されていることがわかる。 

全体　(N=1,209)

医療や福祉面の充実

市内で働く場の確保（企業誘致、起業家

支援、雇用情報の提供など）

子育てに対する支援

放射線対策の充実

公共交通機関の充実

防犯・防災など安全・安心の充実

教育の充実

商業活性化など、まちなかにぎわいの創出

妊娠・出産に対する支援

住む場所の確保（分譲地開発、土地情報の

提供、物件情報の提供など）

住宅取得に対する経済的支援（助成金など）

結婚に対する支援

南相馬市のＰＲ、情報発信、イメージアップ

への取組

観光・交流の充実

通勤に対する経済的支援（助成金など）

芸術・文化の振興

その他

特にない

無回答

71.2

69.4

58.5

45.0

43.8

42.8

40.4

38.5

35.6

31.7

28.0

24.6

23.7

16.2

16.0

12.2

2.7

1.7

2.2

0 20 40 60 80 100（％）
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１１．生活の充実度 

問１５－１ 現在あなたの生活は充実していますか。（あてはまる番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の充実度については、「どちらともいえない」が32.5％と最も多い。 

「充実している」（6.9％）と「やや充実している」(26.8％)を合せた《高充実度層》は 33.7％、「充

実していない」（9.3％）、「あまり充実していない」（19.4％）を合わせた《低充実度層》は28.7％となっ

ている。 

また、生活の充実度について、選択肢ごとに以下の点数を付与し、その合計を回答数（無回答を除く）

で除することで点数を算出した。 

 

 

 

 

 

 

この結果、当調査結果の点数は3.03点となっており、平均点（３点）を僅かに上回っている。 

 

充実して

いない 充実している

あまり充実

していない 無回答どちらともいえない
やや充実

している

9.3 19.4 32.5 26.8 6.9 5.0 
（％）

(N=1,209)

「充実している」：5点、「やや充実している」：4点、 

「どちらともいえない」：3点、 

「あまり充実していない」：2点、「充実していない」：1点、「無回答」：点数の付与はしない 



Ⅳ 使用した調査票 
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１２．充実した生活を送るための条件 

問１５－２ 

① あなたにとって、充実した生活を送るために必要な条件はどんなことですか。 

選択肢欄より、重要だと思う順に５つまで選び①の回答欄にご記入ください。 

 

② ①で選択した項目は、現在満たされて（充実して）いますか。 

②の回答欄のあてはまる番号に、それぞれ1つずつ○をつけてください。 

 

 

【必要な条件（第１位～第５位の合算）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実した生活を送るために必要な条件について、重要だと思う順に第１位～第５位までを選んでも

らったところ、第１位～第５位の合算としては、「健康であること」が 69.7％と最も多く、次いで「生

活に余裕があること」（37.1％）、「家族との関係が良好なこと」（34.4％）、「住まいがあること」（31.2％）、

「生活環境が良好なこと」（29.9％）となっている。 

  

69.7 

37.1 
34.4 

31.2 29.9 
23.0 22.9 20.9 18.6 18.3 15.1 14.7 13.6 12.5 10.6 10.6 8.1 6.9 5.2 4.5 3.6 2.0 0.8 

12.6 

0

20

40

60

80

健
康
で
あ
る
こ
と

生
活
に
余
裕
が
あ
る
こ
と

家
族
と
の
関
係
が
良
好
な
こ
と

住
ま
い
が
あ
る
こ
と

生
活
環
境
が
良
好
な
こ
と

悩
み
や
心
配
ご
と
が
な
い
こ
と

仕
事
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

頼
れ
る
人
や
友
人
が
い
る
こ
と

生
き
が
い
が
あ
る
こ
と

治
安
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

災
害
が
な
い
こ
と

食
生
活
が
良
好
で
あ
る
こ
と

子
ど
も
の
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と

近
所
づ
き
あ
い
が
良
好
な
こ
と

食
の
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と

余
暇
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

自
分
が
活
動
す
る
場
が

あ
る
こ
と

地
域
に
愛
着
が
あ
る
こ
と

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と

地
域
に
憩
い
の
場
が
あ
る
こ
と

地
域
活
動
・
行
事
に
参
加

で
き
る
こ
と

人
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

（％） (N=1,209)
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問１５－２ 

① あなたにとって、充実した生活を送るために必要な条件はどんなことですか。 

選択肢欄より、重要だと思う順に５つまで選び①の回答欄にご記入ください。 

 

② ①で選択した項目は、現在満たされて（充実して）いますか。 

②の回答欄のあてはまる番号に、それぞれ1つずつ○をつけてください。 

 

【必要な条件（第１位）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最も必要な条件（健康であること）の充実度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実した生活を送るために必要な条件について、第１位として選ばれた項目としては、「健康である

こと」が57.4％と突出しており、次いで「生活に余裕があること」（7.6％）、「住まいがあること」（6.7％）

となっている。 

また、充実した生活を送るために最も重要だと思うことについて、現在充実しているかをたずねたと

ころ、第１位として選ばれた項目で最も回答数が多い「健康であること」は、「やや充実している」が

35.0％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が26.2％、「あまり充実していない」が18.9％となっ

ている。「充実している」および「やや充実している」の合算は43.1％、「あまり充実していない」およ

び「充実していない」の合算が25.2％であり、「健康であること」は充実しているとの回答が多い。 

充実して

いない 充実している

あまり充実

していない 無回答どちらともいえない
やや充実

している

6.3 18.9 26.2 35.0 8.1 5.5 
（％）

(N=  694)

57.4 

1.0 
6.7 7.6 3.6 2.3 1.2 1.0 0.6 0.4 0.7 1.3 0.3 0.2 0.0 0.7 0.1 0.0 0.3 0.1 0.2 1.2 0.5 

12.7 

0

20

40

60

80

健
康
で
あ
る
こ
と

食
生
活
が
良
好
で
あ
る
こ
と

住
ま
い
が
あ
る
こ
と

生
活
に
余
裕
が
あ
る
こ
と

家
族
と
の
関
係
が
良
好
な
こ
と

仕
事
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

悩
み
や
心
配
ご
と
が
な
い
こ
と

災
害
が
な
い
こ
と

治
安
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

食
の
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と

子
ど
も
の
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と

生
活
環
境
が
良
好
な
こ
と

近
所
づ
き
あ
い
が
良
好
な
こ
と

地
域
活
動
・
行
事
に
参
加

で
き
る
こ
と

地
域
に
憩
い
の
場
が
あ
る
こ
と

頼
れ
る
人
や
友
人
が
い
る
こ
と

地
域
に
愛
着
が
あ
る
こ
と

人
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と

自
分
が
活
動
す
る
場
が

あ
る
こ
と

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と

余
暇
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

生
き
が
い
が
あ
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

（％）
(N=1,209)
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１３．力を入れるべき施策分野 

問１６ 今後、南相馬市が取り組む施策のうち、特に力を入れるべき分野・事項についてお答えく

ださい。（特にそう思うもの２つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策で力を入れるべき分野・事項について、「子育て・医療・健康・福祉（健康

で生き生きと暮らせるまち）」が 75.6％と最も多く、次いで「環境・インフラ（社会基盤）整備（自然

にやさしい生活、道路や鉄道などの充実）」が35.5％となっている。 

全体　(N=1,209)

子育て・医療・健康・福祉（健康で

生き生きと暮らせるまち）

環境・インフラ（社会基盤）整備（自然に

やさしい生活、道路や鉄道などの充実）

産業・交流（地域の特徴を生かした産業の

創出、交流の促進）

教育・文化（伝統を学び、将来を担う人材の

育成）

消防・防災（災害に強いまち）

地域づくり（市民が積極的に参加するまち）

その他

特にない

無回答

75.6

35.5

27.0

16.8

13.6

10.4

1.7

1.9

3.1

0 20 40 60 80
（％）
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１４．【産業・交流】力を入れるべき事項 

問１７ 今後、南相馬市が取り組む施策「産業・交流」について、力を入れるべき事項についてお

答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「産業・交流」で力を入れるべき事項については、「中心市街地の活性化や

空き店舗の解消」が55.3％と最も多く、次いで「雇用促進と就労支援」が53.9％となっている。 

全体　(N=1,209)

中心市街地の活性化や空き店舗の解消

雇用促進と就労支援

企業誘致の推進

農林水産業の復興

既存企業の育成

新たな産業創出への取組

新しい観光資源や施設の開発・整備

大型量販店の誘致

市外・県外に対するＰＲの充実

既存の観光資源や施設の利活用

その他

特にない

無回答

55.3

53.9

44.7

38.2

28.5

25.4

21.5

20.4

16.0

14.9

1.6

2.4

4.2

0 20 40 60 80
（％）
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１５．【子育て・医療・健康・福祉】力を入れるべき事項 

問１８ 今後、南相馬市が取り組む施策「子育て・医療・健康・福祉」について、力を入れるべき

事項についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「子育て・医療・健康・福祉」で力を入れるべき事項については、「医療ス

タッフの確保の強化」が 70.6％と最も多く、次いで「高齢者施設の拡充」（52.6％）、「高齢者が生きが

いをもって活動できる場の提供」（44.4％）となっている。 

全体　(N=1,209)

医療スタッフの確保の強化

高齢者施設の拡充

高齢者が生きがいをもって活動できる

場の提供

市立病院の診療科の増設

保育環境の充実（待機児童ゼロ、病児・

病後児保育など）

市域を越えた医療連携の促進

出産や育児の際に休暇や職場復帰などが

しやすい環境整備

出産や子育てにかかる費用負担の軽減

障がい者が自分らしく生きていける

まちづくり

放射線の影響検査などの健康管理対策

健康管理事業の充実

遊び場の拡充（市内至るところに

子どもが遊べる場所を確保）

出産や子育てに関する情報の充実

放射線被ばく検査機能の充実

各年代の健康づくりプログラムの創設

その他

特にない

無回答

70.6

52.6

44.4

40.4

37.1

36.5

36.2

35.8

26.2

22.7

21.4

20.8

17.5

15.7

14.7

2.6

1.4

3.6

0 20 40 60 80 （％）



 

32 

１６．【消防・防災】力を入れるべき事項 

問１９ 今後、南相馬市が取り組む施策「消防・防災」について、力を入れるべき事項についてお

答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「消防・防災」で力を入れるべき事項については、「豪雨や竜巻など全国的

に被害が増加している自然災害への備えの充実」が56.1％と最も多く、次いで「地震・津波に強いまち

づくり」（53.7％）、「避難路となる高規格道路や複数ルートの整備」（49.8％）となっている。 

全体　(N=1,209)

豪雨や竜巻など全国的に被害が増加している

自然災害への備えの充実

地震・津波に強いまちづくり

避難路となる高規格道路や、複数ルートの

整備

原子力災害への対応の強化（ヨウ素剤の

配備や避難計画等万が一に備えた対策）

防災情報伝達方法の充実（防災無線の

整備等）

防波堤・防潮堤の整備・拡充

防災教育の実施

消防団体制の充実（消防団員の加入促進や

再編など）

その他

特にない

無回答

56.1

53.7

49.8

42.2

40.0

27.5

24.2

21.3

1.7

3.1

4.7

0 20 40 60 80
（％）
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１７．【環境・インフラ（社会基盤）整備】力を入れるべき事項 

問２０ 今後、南相馬市が取り組む施策「環境・インフラ（社会基盤）整備」について、力を入れ

るべき事項についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「環境・インフラ（社会基盤）整備」で力を入れるべき事項については、「何

の心配もなく海・山・川に親しむための対策」が53.9％と最も多く、次いで「バスや鉄道など公共交通

機関の整備」（52.9％）、「市外や県外を結ぶ幹線道路の整備」（47.0％）となっている。 

  

全体　(N=1,209)

何の心配もなく海・山・川に親しむための

対策

バスや鉄道など公共交通機関の整備

市外や県外を結ぶ幹線道路の整備

身近な生活道路の整備

再生可能エネルギーの積極的活用

ごみのないまちづくり

リアルタイムで放射線量が把握できる

システムの構築

公園や緑地の整備

美しい景観の再生

上下水道の整備

再生可能エネルギーの各家庭、企業への普及

食品などの放射線測定所の設置

住宅環境の整備

エネルギー循環型都市など環境未来都市の

推進

省エネルギー運動の推進

その他

特にない

無回答

53.9

52.9

47.0

39.5

31.0

29.9

24.2

23.9

22.8

20.7

20.0

19.2

16.0

13.1

10.6

0.6

2.3

4.1

0 20 40 60 80（％）
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１８．【教育・文化】力を入れるべき事項 

問２１ 今後、南相馬市が取り組む施策「教育・文化」について、力を入れるべき事項についてお

答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「教育・文化」で力を入れるべき事項については、「安全・安心な教育環境

の整備」が48.4％と最も多く、次いで「自分で考える力の育成（教科書による学習以外のカリキュラム

の創設など）」（47.8％）、「学力向上施策の充実（課外授業や外部講師の招へいなど）」（40.8％）となっ

ている。 

全体　(N=1,209)

安全・安心な教育環境の整備

自分で考える力の育成（教科書による学習

以外のカリキュラムの創設など）

学力向上施策の充実（課外授業や外部講師の

招へいなど）

文化・スポーツ施設の整備・拡充

絵画や演劇、コンサートなどの芸術鑑賞が

できる機会や場の提供

地域の伝統文化、伝統芸能の保存や継承が

できる仕組みづくり

伝統文化を生かした交流、情報発信

（相馬野馬追、報徳仕法など）

市民大学や文化講座など気軽に学べる機会や

場の提供

各種スポーツ団体の活動支援

スポーツによる地域間交流の拡大

芸術・文化活動が行いやすい環境整備

国際交流活動が行える機会や場の提供

その他

特にない

無回答

48.4

47.8

40.8

32.8

30.2

28.0

25.6

21.1

19.9

19.4

15.6

14.0

1.8

5.0

6.0

0 20 40 60 80 （％）
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１９．【地域づくり】力を入れるべき事項 

問２２ 今後、南相馬市が取り組む施策「地域づくり」について、力を入れるべき事項についてお

答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市が取り組む施策「地域づくり」で力を入れるべき事項については、「地域で活躍する人材の

育成」が 44.3％と最も多く、次いで「コミュニティづくりのための各種イベントの開催」が 35.8％と

なっている。 

  

全体　(N=1,209)

地域で活躍する人材の育成

コミュニティづくりのための各種イベントの

開催

市政情報や市民活動に役立つ情報の提供

拠点となる集会所や会議・研修などに

利用できる場所の整備

市民活動をしている団体やグループへ資金や

交流の場などの支援

震災前のコミュニティを再生するまちづくり

組織づくりや運営についての相談窓口の整備

その他

特にない

無回答

44.3

35.8

33.7

29.9

28.2

25.5

11.7

1.2

9.8

6.6

0 20 40 60 80
（％）
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